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（１） 児童（第３学年）の実態

1 はじめに 2 授業実践を進めるにあたって 3 実践研究の実際 4 おわりに

「表現すること」と「見ること」は、児童の活動の過程で同時に起こっている。

「5月題材『ねん土ランドへようこそ』の活動の様子」

・友達と対話をしながら自
然と活動がつながる。

・友達の表現等を見て、気
付きや感じ取った思いを
自分の表現に取り入る。

もっと、長くつなげたら面
白くなりそうやな。

いっしょにつなげてみよう。

「見ること」を通して児童は･･･
互いの「いいな」と思う部分を共有したり、認め合ったりしている。



（１） 本実践の対象である中学年の鑑賞活動の捉え方

第1学年及び第2学年
造形的な面白さや楽しさ

第3学年及び第4学年
造形的なよさや面白さ

第5学年及び第6学年
造形的よさや美しさ

自分なりの感じ方を重視 他者と共有できるよさ 他者や社会との関わり

■各学年で比較すると…

他者との関わりを通して、互いのよさや面白さを改めて感じ、さらに新たな考えに
出合うことで自分の見方や感じ方を広げられるようになる。

中学年の鑑賞活動で目指す児童の姿を…

1 はじめに 2 授業実践を進めるにあたって 3 実践研究の実際 4 おわりに



（3） 研究のテーマ

「友達との関わりの中で互いの『いいな』が響き合う鑑賞活動」

互いの「いいな」が響き合うために…

児童に、温かい雰囲気の中で、感じ取った「形」や「色」、「イメージ」等を伝え
合うことで、さまざまな「いいな」に出合わせたい。

「9月題材『ふき上がる風にのせて』」「4月題材『絵の具と水のハーモニー』」 「7月題材『みんなでオンステージ』」

児童の思いに寄り添い、
共感的に受け止めながら、
「いいな」と思うことを
児童に伝えていく。

1 はじめに 2 授業実践を進めるにあたって 3 実践研究の実際 4 おわりに



（３） 仮説と手立て

■仮説 ■手立て

仮説①
教師が児童の思いに共感的に受け止めることで、児童
は自分の見方や感じ方に自信をもち、友達との関わり
をさらに生み出すのではないか。

仮説②
児童は、友達との関わりの中で互いのよさや面白さ
に気付き、新たな見方や感じ方を広げることができ
るのではないか。

手立て①
事前に児童の活動の姿を想定し、指導のポイントを

明確にする。

手立て②
児童との対話の中で指導のねらいを引き出し、互
いの「いいな」が響き合う、温かい学びの雰囲気
をつくりだす。

手立て③
児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ、全
体へ広げながら、児童の新たな見方や感じ方を広
げる。

Aちゃんの
色合い

「いいね」

･･･指導のポイントを明確にする

･･･対話の中で指導のねらいを引き出す

･･･教師は意図をもって児童へ働きかける

･･･教師が児童の思いに共感的に受け止めることで

･･･互いのよさや面白さに気付くことで

友達との関わり

1 はじめに 2 授業実践を進めるにあたって 3 実践研究の実際 4 おわりに



（1） 本題材の概要

題材名「色合いひびき合い」（B鑑賞)
（日本文教出版3･4年下）

資 質・能 力 題 材 の 目 標

知識
指で絵の具を混ぜるときの感覚や行為を通して、色の感じ、形の感じ、それらの組み
合わせによる感じ、明るさなどが分かる。

思考力・判断力・表現力等

色や形の感じ、それらの組み合わせによる感じなどを基に、自分のイメージをもちな
がら、徐々に変化する色の様子などの造形的なよさや面白さなどについて、 感じ取っ
たり考えたりしながら、自分の見方や感じ方を広げる。

学びに向かう力、人間性

進んで指で絵の具を混ぜながら、色や形の組み合わせや、変わっていく様子の面白さ
を味わうとともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする。

1 はじめに 2 授業実践を進めるにあたって 3 授業実践の実際 4 おわりに

画用紙（6cm四方程度）の上に指先で水彩絵の
具を混ぜた瞬間の色の変化を捉えたり、

できた色カードを並べたときに見える色の感じ
や形の感じ、それらの組み合わせによる感じを
味わったりすることができる題材である。

友達との関わりの中で
互いの「いいな」響き合う

鑑賞活動の基となる



（2） 結果と考察

手立て① 事前に児童の活動の姿を想定し指導のポイントを明確にする

評価規準の内容を基にして児童の姿を具体的な姿へと変換しながら、評
価シートを作成し、指導のポイントを明確にする。

資 質・能 力 評 価 規 準

知識
指で絵の具を混ぜるときの感覚や行為を通して、色の感じ、形の感じ、それら の組
み合わせによる感じ、明るさなどが分かっている。

思考力・判断力・表現力

色や形の感じ、それらの組み合わせによる感じなどを基に、自分のイメージをもちな
がら、徐々に変化する色の様子などの造形的なよさや面白さなどについて、感じ取っ
たり考えたりしながら、自分の見方や感じ方を広げている。

主体的に学習に取り組む態度

つくりだす喜びを味わい進んで指で絵の具を混ぜながら、色や形の組み合わせや、変
わっていく様子の面白さを味わう学習活動に取り組もうとしている。



（2） 結果と考察

手立て① 事前に児童の活動の姿を想定し指導のポイントを明確にする

評価規準の内容を基にして児童の姿を具体的な姿へと変換しながら、評
価シートを作成し、指導のポイントを明確にする。



（2） 結果と考察

評価規準 評価規準の具体例 想定される具体的な児童の姿 想定される児童に対する教師の働きかけ

思
考
力
・
表
現
力
・
判
断
力

色や形の感じ、それらの組み合
わせによる感じなどを基に、自
分のイメージをもちながら、
徐々に変化する色の様子などの
造形的なよさや面白さなどにつ
いて、感じ取ったり考えたりし
ながら、自分の見方や感じ方を
広げている。

手立て① 事前に児童の活動の姿を想定し指導のポイントを明確にする

具体的な児童のつぶやき・活動を記述する。
評価シート

イメージをもつ
・色の感じや形の感じをよく
見て、自分のイメージをもつ。
鑑賞
・1枚の色カードをじっくり
と見ながら、色がいくつも広
がっていると見方や感じ方を
広げている。
・色カードを並べて、色の感
じや形の感じの面白さを感じ
取っている。

イメージをもつ
ヘビみたい。海みたい。
波みたい。炎みたい。虹
みたい。
・絵の具を重ねて塗った
ら虹みたいになった。
・不思議な色に見えるな
あ。
鑑賞
・よく見ると何種類かの
色が重なって見えること
を感じ取っている。

○色の混じり方、色の感じ、
形の感じなどを基に、自
分のイメージをもつ。
→児童の「○○みたい」と
いうイメージをつぶやき
に対して、「どこからそ
う見えるの？」「どこか
らどんなふうに感じる
の？」と問いかけること
で、児童が色カードの何
に注目しているのかを見
取る。
・色カード1枚と何枚か並
べたときの感じ方の違い
を問いかける。

指導のポイントを整理する。



手立て① 事前に児童の活動の姿を想定し指導のポイントを明確にする

＊児童が色の感じ、形の感じなどから、「イメージをもつ」こ
とが想定される。児童がそのイメージをもって、「○○をつく
ろう」と発想・構想する活動にならないように留意する。そう
なると、形を何かに見立てて描き出そうとしてしまう。

＊特に演示においては、絵の具を指で混ぜることによってでき
た形や色のよさや面白さを味わうことが大切である。

＊指の動きのパターンをいくつか提示する。

＊ぐるぐる、すーすー、ちょんちょん、つんつん、てんてん、
シューパッパッのように動きを音にしてみることで、実際に活
動に入ったとき、児童が動きを意識できるようにする。

指導のポイントを整理
児童が、形や色の感じ基にイメージしたことから、発想・構想し、具体
的なものを描き出そうとすることがないよう導入を工夫する。

（2） 結果と考察



手立て②児童との対話の中で指導のねらいを引き出す ～導入編～

（2） 結果と考察 じゃあ、最初は指を
「ぐるぐるぐる～」っと。

うわあ。
気持ちよさそう。

色んな形をつ
くってみたい。

じゃあ、
次は…。

黄色は？

黄色と青色を混ぜたら、どんな
ふうに色が混ざるかなあ。

うわあ。
きれい。

色が何色
もできた。

２色しか使ってないのに、
たくさん色ができるんだね。

指の動かし方変えてみたよ。
できた色の感じはどう？さっきと
同じかな？

指を「ツンツ
ン」。

今、指をぐるぐるってしたか
ら…。

ツンツン。
ツンツン。
それいいね。

さっきと色の混
ざり方が違う。

自分だけの模
様みたい。

指をぐるぐる動かすと
どんなふうに色が混ざ
るんだろう？

＊水色の吹き出し･･･導入における教師の主な発話内容の一部



手立て②児童との対話の中で指導のねらいを引き出す ～導入編～

（2） 結果と考察 じゃあ、最初は指を
「ぐるぐるぐる～」っと。

じゃあ、
次は…。

黄色と青色を混ぜたら、どんな
ふうに色が混ざるかなあ。

２色しか使ってないのに、
たくさん色ができるんだね。

指の動かし方変えてみたよ。
できた色の感じはどう？さっきと
同じかな？

指を「ツンツ
ン」。

今、指をぐるぐるってしたか
ら…。

ツンツン。
それいいね。

指をぐるぐる動かすと
どんなふうに色が混ざ
るんだろう？

どのような意図をもって、つぶやいたり、問いかけたり
しながら、指導のねらいを引き出そうとしていたのか？

＊濃い青色の吹き出し･･･「指導のねらい」を引き出そうとしている発話内容



手立て②児童との対話の中で指導のねらいを示す

★指の動かし方によって、形や色が変わること
に気付くことができるようにする。

じゃあ、最初は指を
「ぐるぐるぐる～」っと。

色んな形をつ
くってみたい。

指をぐるぐる動かすとどんな
ふうに色が混ざるんだろう？

描き出す
可能性

指の動きを
言葉で

★指の動かし方を考えながら活動するこ
とに気付くことができるようにする。

★･･･教師の意図 ★･･･教師の見取り

発想・構想（イメージを基に表したいもの・
ことを思い付くこと）は、題材のねらいでは
ない。



★「形をつくりだす思考」から「指を動かす思考」へ促すため

手立て②児童との対話の中で指導のねらいを示す

今、指をぐるぐるって
したから…。

指を「ツンツン」。

ツンツン。

ツンツン。
それいいね。

さっきと混ざり
方が違う。

自分だけの
模様みたい。

★色が混ざる瞬間の面白さを味わっている様子

共感的に
受け止める。

★･･･教師の意図 ★･･･教師の見取り



手立て②児童との対話の中で指導のねらいを示す

★･･･教師の意図 ★･･･教師の見取り

黄色と青色を混ぜたら、どんな
ふうに色が混ざるかなあ。

２色しか使ってないの
に、たくさん色ができ
るんだね。

指の動かし方変えてみたよ。
できた色の感じはどう？
さっきと同じかな？

じゃあ、
次は…。

黄色は？ うわあ。
きれい。

色が何色もできた。

★今回の活動で注目して欲しい造形的な
視点に焦点をあてながら繰り返し問いか
けている。

＊中学年で捉える造形的な視点
「形や色の感じ、それらの組み合わせによる感じ」



手立て②児童との対話の中で指導のねらいを示す

★･･･教師の意図 ★･･･教師の見取り

燃えてる
みたい。

明るい感じが
する。

★自分が色づくりをしているかのように友達の
活動を様子を見て、「いいな」と思うことを
見付けている様子

導入の様子をご覧下さい。

★友達の活動の様子を見ることを通して、「自分
ならこうする」と活動への意欲を喚起づけよう
としている。



★指の動かし方によって、形や色が
変わることに気付くことができる
ようにする。

手立て②児童との対話の中で指導のねらいを示す

（2） 結果と考察 じゃあ、最初は指を
「ぐるぐるぐる～」っと。

うわあ。
気持ちよさそう。

色んな形をつ
くってみたい。

★「形をつくりだす思考」から「指を
動かす思考」へ促そうといている。

じゃあ、
次は…。

黄色は？

黄色と青色を混ぜたら、どんなふ
うに色が混ざるかなあ。

うわあ。
きれい。

色が何色もできた。

２色しか使ってないのに、
たくさん色ができるんだね。

★今回の活動で注目して欲しい造形的な視点に焦点をあてながら繰り返し問
いかけている。

指の動かし方変えてみたよ。
できた色の感じはどう？
さっきと同じかな？

指を「ツンツン」。

今、指をぐるぐるってした

から…。

ツンツン。 ツンツン。
それいいね。

さっきと混ざり
方が違う。

指をぐるぐる動かす
とどんなふうに色が
混ざるんだろう？

描き出す
可能性

自分だけの模
様みたい。

燃えてる
みたい。

明るい感じが
する。

★指の動かし方を考えながら活動するこ

とに気付くことができるようにする。

★自分が色づくりをしているかのように友達
の活動を様子を見て、「いいな」と思うこ
とを見付けている様子

指の動き
を言葉で

★色が混ざる瞬間の面白さを
味わっている様子

共感的に
受け止める。

★･･･教師の意図 ★･･･教師の見取り

・児童は活動への見通しをもっている。
・教師は互いの「いいな」を響き合わせる学び合う雰囲気をつくりだす。



手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

（2） 結果と考察

活動の展開では･･･
・自分の見方や感じ方に自信がもつ。
・友達との関わりを生み出す。
・見方や感じ方がさらに広がる。

教師からの
働きかけ

「価値の提示」
を意識した

「価値の提示」とは･･･
児童の行為や活動、作品に対して評価すること。

名達英詔による｢教師の発話内容に関する『内容項目』の指標｣2017年

＊名達英詔（NADACHI Hideaki)
北海道教育大学旭川校（2017年当時）

「図画工作科授業における教師の発話分析のための指標づくり」より



手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

（2） 結果と考察

「価値の提示」の効果
教師が児童の思考を促しながら、児童の行為や活動に対し
て評価を行うことにより、児童が自らの表現や活動に「意
味や価値を見出す」というある一定の効果が得られた。

（昨年度の研究より）

名達による｢教師の発話内容に関する『内容項目』の指標｣

見方や感じ
方への価値
の提示

子どもの表現や
取組における見
方や感じ方に対
して教師の評価
を示す

おもしろい見方をしているね。
/そんなふうに見えたんだね。
/いろいろと見方や感じ方が広
がってるね。

わあ。すごい。
不思議なまざり方やね。
どうやったらできたの？

少しずつ青の色水を入れたら、
「不思議な色」になった。
もっと、つくってみたい。

色んな色水を集めてるね。

色んな色水を集めたら、
カラフルな魚ができたよ。

＊「意味や価値を見出す」とは
自分の行為や活動に対して、不思議に感じたり、面白がっ
たりしながら活動を進めている姿など。

題材「カラフル色水」（第1学年）



手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

（2） 結果と考察

項目 定義 具体例

見方や感じ方へ
の価値の提示

子どもの表現や取
組における見方や
感じ方に対して教
師の評価を示す

おもしろい見方をしているね。/
そんなふうに見えたんだね。/い
ろいろと見方や感じ方が広がって
るね。

｢鑑賞に関わる教師の発話内容に関する『内容項目』の指標｣



「本題材の指導と評価の計画」

色づくり

色カードを
並べる

表現への
価値の提示

取組への
価値の提示

見方や感じ方への
価値の提示

（2） 結果と考察

手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる



こっちは、点々。
お、こっちは
くるくる。

同じグループの児童

先生。私も同じような塗り方
をやってみたら、水っぽい感
じになったよ。

同じような塗り方だけど、
色の組み合わせによって、
色の感じが全く違うね。

・自らの行為や活動のよさや面白さの実感
・自信をもって教師に伝えてくれる姿
・友達との交流へと広げるきかっけ

色づくり

表現への
価値の提示

（2） 結果と考察

手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

他の児童への価値の提示を聞くことで



塗り方は同じなのに、友達
の色合いとは違って「水っ
ぽい」って感じたんだね。
色の違いを感じて見えてる
ね。

（2） 結果と考察

手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

同じグループの児童

先生。私も同じような塗り方
をやってみたら、水っぽい感
じになったよ。

見方や感じ方へ
の価値の提示

じゃあ、この2枚の色カード
を並べて見ると、どんなふ
うに感じる？

こっちは、「水っぽい」って
感じたんだよね。じゃあ、
こっちはどんな感じがする？

★1枚の色カードをじっくり見るときと、比べて
見るときとでは、見える色合いの印象が異なる
ことに気付くことができるよう問いかけ、児童
の見方や感じ方が広げようとしている。

ん･･･・炎かなあ。 どこから、そう思ったの？

★自分の見方や感じ方を造形的な視点を根
拠に考えることができるように促そうと
している。

造形的な視点で捉える＝形や色を見る

造形的な視点をもつことは、自分のイメージに対して「意味
や価値を見出す」ことにつながり、自分の見方や感じ方のよ
さや面白さに自信をもつことになる。



色カードを並べる

（2） 結果と考察

手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

お、これはどんなふうに
並べてるの？

同じような色のカードを集
めて並べてる。

なるほど。同じような色で
もよく見ると違いがあるん
だね。よく気付いたね。面
白い！

同じ色合いごとに並べると
どんな感じがする？

どうしてそんなふうに
並べてるの？

よく似た色があるけど、よ
く見るとちょっとずつ違っ
ているから…。

なんかジェット
コースターみたい。

どこからそう
思ったの？

え、例えば、ここから出発して、こ
こは暗い感じの色が集まっているか
らトンネルとして、で、一瞬明るく
なって、『わー。』ってなった。

グループ活動の様子



手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

どうしてそんなふう
に並べてるの？

よく似た色があるけど、
よく見るとちょっとずつ
違っているから…。

★児童は少しずつ変化する色カードの色合いの違い
を見つけている。

グループ活動の様子

★児童の思考を促し、取組
に対する「意味や価値」
を見出すことができるよ
うにする。



手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

グループ活動の様子 なるほど。同じような色
でもよく見ると違いがあ
るんだね。よく気付いた
ね。面白い！

同じ色合いごとに並べる
とどんな感じがする？

★色合いごとに並べることで、児童がど
のようなイメージをもっているのか状
況を確認している。

取組への
価値付の提示

見方や感じ方への
価値付の提示



手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

グループ活動の様子 なんかジェットコー
スターみたい。

どこからそう
思ったの？

え、例えば、ここから出発して、
ここは暗い感じの色が集まって
いるからトンネルとして、で、
一瞬明るくなって『わー。』っ
てなった。

★自分の見方や感じ方を造形
的な視点を根拠に考えるこ
とができるように促そうと
している。

★色の感じを基に自分のイメー
ジをもち、自分なりに意味や
価値を見出している。



（2） 結果と考察

手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

★他のグループの「いいな」と思うことを自分たちの活動にも取り入れている様子



取組への
価値付の提示

色カードを並べる

（2） 結果と考察

手立て③ 児童の活動等に教師が意図をもって働きかけ全体へ広げる

お、これはどんなふうに
並べてるの？

同じような色のカードを集
めて並べてる。

なるほど。同じような色
でもよく見ると違いがあ
るんだね。よく気付いた
ね。面白い！

同じ色合いごとに並べる
とどんな感じがする？

★色合いごとに並べることで、児童がどのよ
うなイメージをもっているのか状況を確認
している。

どうしてそんなふうに
並べてるの？

よく似た色があるけど、よ
く見るとちょっとずつ違っ
ているから…。

★児童は少しずつ変化する色カード
の色合いの違いを見つけている。

なんかジェット
コースターみたい。

どこからそう
思ったの？

え、例えば、ここから出発して、こ
こは暗い感じの色が集まっているか
らトンネルとして、で、一瞬明るく
なって、『わー。』ってなった。

★色の感じを基に自分のイメージをもち、
自分なりに意味や価値を見出している。

★自分の見方や感じ方を造形的な視点を
根拠に考えることができるように促そ
うとしている。

教師が意図をもって、問いかけることで、児童は、自分の思い
や考え、感じたことを整理し、自分なりの「意味や価値」を見
出すことができ、見方や感じ方を広げることができた。

見方や感じ方への
価値付の提示

グループ活動の様子



（2） 結果と考察

振り返りシートより

★偶然できた形や色から、自分のイメー
ジをもち、心の中で情景を思い浮かべ、
意味や価値を見出している。

★他の色カードをと見比べることによって、お気
に入りの色カードのよさや面白さを感じ取って
いる。

★友達の活動の「いいな」と思うことを自分の
表現に取り入れ、自分なりの「いいな」を見
つけている。

・自分がつくりだした形や色のよさや面白さを感じる。
・自分のイメージや活動に対して「意味や価値」をつくりだ

したりしながら、自分の見方や感じ方を広げている。



1 はじめに 2 授業実践を進めるにあたって 3 授業実践の実際 4 おわりに

（1） 成果と課題

（2） 本実践を振り返って

指導すべき内容が明確になったことで、児童が自分の
見方や感じ方を広げることができるよう、指導のねら
いにを意識して、働きかけることができたことは大き
な成果である。

学級全体で、互いの「いいな」が響き合う学び合いを
くつくりだすための学習の展開の工夫についての課題
が見られた。

自分の「いいな」が認められているからこそ、
友達の「いいな」を認め、互いに共有することができる。

温かい雰囲気の中で、児童が自分の思いや願いを「形」「色」「イメージ」を基に
して表現したり、伝え合ったりしながら･･･



これ、
いいでしょ。

ご清聴､ありがとうございました。

“新しい自分”に出会える
図画工作科


